
み ど り

～共生・協働の農村づくりを目指して～

日時 ： 平成３０年８月２３日（木） 午後１時３０分～

場所 ： 宝山ホール（鹿児島県文化センター）

主催 ： 鹿児島県水土里サークル活動支援協議会

共催 ： 鹿児島県

む ら



鹿児島県水土里サークル活動シンポジウム

【開催趣旨】

 本県では、多面的機能支払交付金で行う地域住民や自治会が連携した農地・農業用

施設等の資源保全や生態系、景観の保全、農業用施設の長寿命化などの活動を「水土

里サークル活動」と呼んでおり、平成 29 年度末現在、６５７組織の約 4 万３千ｈａ
で取り組まれ、県内各地で地域ぐるみの共同活動が展開されています。

 今回、創意と工夫に富んだ取組事例発表や講演を行い、より一層、水土里サークル

活動の更なる充実・強化を図るとともに、共同活動を契機とした地域づくりへの発展

に資することを目的として、シンポジウムを開催します。

※「水土里サークル活動」は，本県の多面的機能支払交付金を活用した取組の愛称です。

【 会 次 第 】

１ 開会挨拶          13:30
    鹿児島県水土里サークル活動支援協議会 会長

             宮路 高光（日置市長）

    鹿児島県農政部次長

             満薗 秀彦

２ 来 賓 挨 拶 

    かごしま農業農村整備・水土里の会 会長

             堀之内 芳平（鹿児島県議会議員）

３ 講 演                                                    13:45  
「むらを育てる」～農業の心、農村の知恵を活かして～

三善 浩二 氏

４ 情 報 提 供                                                    14:50 
「活動中の安全対策と地域資源保全管理構想の作成について」

鹿児島県水土里サークル活動支援協議会

(休憩) 15分                               15:00 

５ 事 例 発 表                                                    15:15 
・尾下地域活動組織（南さつま市）

・一ツ木集落協定（さつま町）

・秋徳の畑と水と緑を守り隊（瀬戸内町）

６ 閉 会                                                    16:00 



講 演  

『むらを育てる』

～農業の心、農村の知恵を活かして～

講師：三善
みよし

 浩二
こう じ

氏

     【講師プロフィール】

熊本県出身。島根大学法学科卒。

1981 年に九州農政局に入省後、農村振興課長、農村計画課長などを歴
任し、2016年定年退職。
農林水産省時代の知見、経験を生かして、農山漁村の活性化に向けた各

地域の計画づくり、実践、評価・改善に関するアドバイザーとして活動。

村づくりのモットーは「農村は美しく」、「みんなで仲良く楽しく」。
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１．「むらを育てる」とは・・・

（１）農村は美しく

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）みんなで仲良く楽しく

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２．平和と農業

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３．活性化とは

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４．農業の心、農村の知恵（国語の勉強から）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

５，儲かる農業へ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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６．農村の課題をどう考えるか

①高齢化問題は

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

②女性の能力を、どう活かすか

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

③地域の食をどう活かすか

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

７．活性化の事例：「土の気持ち」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

８．農地と歴史

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

９．まとめ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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（ メモ ）
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情 報 提 供  

「活動中の安全対策と

   地域資源保全管理構想の作成について」

鹿児島県水土里サークル活動支援協議会
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-14-

※活動期間中に地域資源保全管理構想を策定
（多面的機能支払交付金実施要綱　別紙１　第４－２）

※策定されなかった場合、事業計画の認定年度まで遡って
　交付金の返還
（多面的機能支払交付金実施要綱　別紙１　第９－１－（５））

※対象組織は、地域資源保全管理構想を策定後、市町村長
　に提出
（多面的機能支払交付金実施要領　第１－２－（２））



事 例 発 表  

【事例発表組織】

 （発表順）

【事例発表地区の位置図】

№ 管 内 市 町 村 活 動 組 織 名

１ 南 薩 南さつま市 尾
お

下
くだり

地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

組織
そし き

２ 北 薩 さつま町 一
ひと

ツ
つ

木
き

集落
しゅうらく

協定
きょうてい

３ 大 島 瀬戸内町 秋
あき

徳
とく

の畑
はたけ

と水
みず

と緑
みどり

を守
まも

り隊
たい
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地区の概要  平成19年度～
102.7ha　　(田90.7ha，畑12.0ha)
開水路14.1km，パイプライン12.4km，農道16.3km
ため池2箇所

・交付額 維持・共同　4,712千円，長寿命化　4,088千円　

活動開始前の状況や課題

取組内容

取組の効果

将来に向けて

キーワード

活動に係る広報（情報提供）

・取組年度

活動組織の名称 尾
  お

下
くだり

地域活動組織（南さつま市・金峰町）

水土里サークル活動シンポジウム事例発表地区　概要

№１

本土一の超早場米とお田植踊りの伝承キャッチフレーズ

　水土里サークル活動イメージキャラクターのウーさまのイラストを入れた
のぼり旗を活用し、広報および啓発を行っている。

・認定農用地面積

　南さつま市金峰地域は薩摩半島のほぼ中央部に位置する水田地帯で、
四季を通じて温暖な気候であり、平成15年に完成した金峰ダムから取水し
ている水田は、本土一早い超早場米「金峰コシヒカリ」の産地である。
　平成19年度から農業者を中心に水土里サークル活動に取り組んでいる
が、高齢化した農家には草刈り等の作業が重労働となっており、構成員の
所有するトラクターモアの有効活用や防草シートなど保全活動の省力化に
取り組んでいる。
　稲作豊穣を祈願するお田植踊りを次世代に引き継ぐことで、農村文化の
伝承を図っている。

・過疎化、少子高齢化、担い手不足などにより、土地改良区が主に管理す
る幹線水路や幹線農道以外の地域が管理してきた水路や農道施設等の
保全管理の低下が課題となっていた。

・少子化によるお田植踊りの踊り子の減少で継続が危惧されていた。

・農地維持支払の活動は、主に農業者で実施し、毎年「尾下の農業を語る
会」を開催している。

・資源向上支払の施設の軽微な補修等は農業者等で行い、長寿命化は農
業者による部分的な直営施工と近隣の建設会社への委託で行っている。

・農村環境保全活動は子ども会と一緒に道路沿いの農用地にコスモスを植
栽し美しい農村の景観を形成している。

・多面的機能の増進を図る活動は、農村文化の伝承を通じた農村コミュニ
ティの強化としてお田植踊りを田布施小学校や地域と一体となって実施し
ている。

・平成18年度の農地・水・農村環境保全向上活動支援事業のモデル事業
の取組以降、農業者の共同活動や農村環境保全への理解が深まった。

・子ども会と一緒にコスモスを植える事で、世代間の交流が図られた。
また、美しい景観は地域の人達を楽しませている。

・お田植踊りを、多面的機能の増進を図る活動に位置付けたことで、農村
文化伝承の気運が醸成され世代間の伝承が図られている。

過疎化・高齢化・少子化・保全活動の省力化・お田植踊り・金峰コシヒカリ

・過疎化、少子高齢化が進んでいるが、トラクターモアや防草シートなど、
知恵を出し合って適切に保全管理に取り組みながら、担い手の下支えを行
い、金峰コシヒカリ、そば、大豆を中心とした安心安全な作物の生産につな
げていく。

・地域の核となるお田植踊りを継続することで、地域のコミュニティの強化を
図り、明るい農村を目指す。

・保全管理する施設
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尾下地域活動組織 活動状況

金峰ダム H30年７月12日 稲刈り 金峰コシヒカリ

水路の泥上げ トラクターモアによる水路の草刈り

農地維持活動

資源向上支払（共同）活動

防草シートによるきめ細やかな雑草対策
子ども会と一緒にコスモスの種まき

コスモス園と金峰山 お田植踊りの伝承
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地区の概要  平成23年度～（長寿命化）
 平成26年度～（農地維持・共同）
36.8ha　　(田33.6ha，畑3.2ha)
開水路7.0km，農道10.0km

・交付額 維持・共同　1,630千円，長寿命化　1,320千円　

活動開始前の状況や課題

取組内容

取組の効果

将来に向けて

キーワード

活動に係る広報（情報提供）

高齢化・基盤整備・多様な事業の取り組み・農事組合法人・６次産業化・農
地中間管理機構・水土里サークル活動

・農地、水路等の草刈りなどの農地周りの共同活動が浸透し、地域の協力
体制が整った。また農地の利用集積が進み約40％を農事組合法人に集積
する事ができたことで、集落内の耕作放棄地の進行に歯止めがかかった。

・田の神講や収穫祭などを行う事で、地域住民の絆がより一層強まった。

・平成29年度に集落ぐるみの活動が評価され、鹿児島県共生・協働の農村
（むら）づくり運動の農村集落部門で県知事賞を受賞した。

・水土里サークル組織や農事組合法人等を今後も維持継続していくために
関係機関等を交えた勉強会を定期的に開催し、体制を強化していきたい。

・構成員の高齢化や人口減を見越し、農村環境を継続的に保全していくた
め、今後地域で何が出来るか検討していきたい。

・鳥獣被害を防ぎながら、ジビエとして活用する方法がないかなど，今後検
討していきたい。

・多面的機能支払交付金
　平成23年から長寿命化に取り組み、農道の舗装を行っている。また平成
26年度から農地維持・共同に取り組んでおり、草刈り等の保全活動や農業
用施設の補修、外来種の駆除、田の神講などの活動を行っている。
・中山間地域等直接支払交付金
　平成13年度から取り組んでおり、保全機械の導入や６次産業化への取り
組み支援、地域内の子供達を対象にした収穫体験等を実施している。
・その他
　農地中間管理機構を活用した農地集積、農地耕作条件改善事業による
農道整備

　本地域は、鹿児島県北西部に位置し、標高1,067ｍの紫尾山のすそ野に
広がる地域である。
　農業者の高齢化や人口の減少により、地域営農や農業施設等の保全活
動の存続が危ぶまれる中、中山間等直接支払制度や多面的機能支払交
付金に取り組み、組織と地域が一体となり耕作放棄地が広がらないように
保全活動を実施している。
　農事組合法人「ひとつき」を設立し、農地の集積や農作業の受託を担って
いるほか、生産した農作物の加工・販売までを行う６次産業化への取り組
みを進めている。

・平成16年度に完工した圃場整備を機に、各種交付金事業に取り組み、農
事組合法人の前身である集落営農組織を設立した。

・農業者や担い手の減少により、今後の営農や保全作業に係る参加者の
確保等に苦慮していた。

・鳥獣被害が増えてきており、その対策が急務となっていた。

・取組年度

・認定農用地面積

・保全管理する施設

水土里サークル活動シンポジウム事例発表地区　概要

№２

活動組織の名称 一
ひと

ツ
 つ

木
　き

集落協定（さつま町・宮之城）

キャッチフレーズ 多様な事業の取り組みによる集落ぐるみの地域づくり
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農道の舗装（自主施工）

機械による草払い草刈り作業

田の神講 地域をあげての収穫祭

資源向上活動

外来種の駆除（セイタカアワダチソウ）

農村文化の伝承

農地維持活動

（共同活動） （施設の長寿命化）

水土里サークル活動

多様な取り組み

平成３０年５月
鹿児島県共生・協働
の農村づくり事業
鹿児島県知事賞受賞
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地区の概要  平成21年度～
15.0ha　　(畑15.0ha)
開水路4.0km，パイプライン4.0km，農道4.1km

・交付額 維持・共同　462千円　

活動開始前の状況や課題

取組内容

取組の効果

将来に向けて

キーワード

活動に係る広報（情報提供）

特定離島，高齢化，農家減少，不在地主，連携，豊年祭，近隣集落，ソテツマン

～加計呂麻ナンバーワン集落～　やる気だけは負けません！！

・認定農用地面積
・保全管理する施設

　瀬戸内町は鹿児島市の南方約４５０ｋｍ，奄美大島の南端に位置し、大
島海峡を挟んで加計呂麻島，請島，与路島の有人３島を有している。
　本地域は、加計呂麻島の東部に位置し、サトウキビ畑が一面に広がるシ
マならではの美しい景観を15名の農家を中心とする構成員で保全管理して
いる。
　主な農作物の【サトウキビ・タンカン・ハンダマ】は、近隣の製糖工場や加
計呂麻島内にある直売所【いっちゃむん市場】へ出荷しており、地産地消に
意欲を出し活性化を図っている。

・高齢化による離農や担い手・新規就農者不足により農家数が減少し、施
設及び景観を維持する事が農家だけでは困難となっていた。

・耕作放棄地の増加が懸念され始め、どのように農村環境を保全していく
かが課題となった。

・土地持ち非農家や不在地主と連携を図り、農地の保全や放棄地解消に
向け積極的に取り組んでいる。

・学校・子供会と連携し、景観形成の一環としてコスモスやアジサイを植栽
している。

・農業を身近なものに感じてもらおうとサトウキビの収穫体験を実施してい
る。

・豊年祭では、集落青壮年団を中心に農村文化の歌や踊りの伝統を継承
している。
・人口は減少傾向にあるが、一人ひとりの意識が高まり団結している。

・近隣集落と意見交換会等の情報共有を図り、集落各々の課題を把握す
る事が出来た。

・高齢者と子供たちの接する機会が増え、農業だけでなく集落全体が活性
化した。

・子供達に、より近くで農業に接する機会を与えられるよう学校等教育機関
との連携を継続させる。

・近隣組織と連携を図りながら、集落ぐるみで農村環境の保全を行う。

・遊休地を解消しサトウキビ生産量の増加を図る。

・集落内に製糖工場を建設し、昔ながらの伝統製法を受け継いでいく。

・担い手農家を確保し、農家減少に歯止めをかける。

・取組年度

水土里サークル活動シンポジウム事例発表地区　概要

№3

活動組織の名称 秋
あき

徳
とく

の畑と水と緑を守り隊（瀬戸内町・秋徳）

キャッチフレーズ
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秋
あき

徳
とく

の畑
はたけ

と水
みず

と緑
みどり

を守
まも

り隊
たい

農道の草刈り 水路の草刈り 農用地保全

農地維持活動

共同活動

パイプライン補修 総会・計画策定

農
村
保
全
活
動

学
校
の
先
生
や
子
供
達
と

一
緒
に
施
設
へ
の
植
栽
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（ メモ ）





鹿児島県水土里サークル活動支援協議会 

□事務局 

〒892-8543 鹿児島市名山町 10-22 

鹿児島県土地改良事業団体連合会（事業部 農村整備課） 

電話 099-223-6135 ＦＡＸ099-224-6228 

http://www.kago-midoricircle.jp/ 

水土里サークル活動 

イメージキャラクター「ウーさま」 


